KENWOOD 

アクティブサブウーファー 

SW-38HT 

取扱説明書 

お買い上げいただきまして、ありがとうご 
ざいました。 

機器を正しく、ま全にご使用いただくため、 

使用を開始する前に必、ず、この取扱説巧書 
の「を全上のごま意」をお読みになり、十 
分にご巧解ください。 

巧いかたの説巧も、併せてよくお読みくだ 
さるよう、お願いいたします。 

また、取扱説巧書は大切に保管して、必、要 
になったときに繰り返してお読みください。 


株式会社クンウッド 
KENWOOD CORPORATION 


661-1222-00 00 (C) (J> KW EW 0312 



安全上のごを意 


A このぺージは、感電や火災からあなたを守るため、 
ご使用の前にかずお読みください。 


製品を安全にご使用いただくため、 r を全上のごま意」をご使用の前によくお読みくださし'。 


—一 'V . し- 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々へのを害や 
財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意巧は次のようになっています。内容を良く理解してから、本文をお読 
みください。 


A 警告 
A ま意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重 
傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可 
能性が想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内 
容を示しています。 


絵表示の例 


A 


A 記号は、を意(警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的なを意内容(左図の場合は感電を意)が描かれています。 


Q 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

Clj 図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はみ解禁止)が描かれていま 

A 参記号は、巧為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

^ 図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントからな 

け)が描かれています。 


お客様または第云者が、この製品の誤使用•故障•その他の不具合およびこの製品の使用によって受けられた損害につきまして 
は、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 


この製品の故障•誤動作•不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その責 
任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

♦お客様または第己者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
♦録音•再生などお客様または第云者が製品利用の機会を逸したことによる損害 


この「ま全上のごま意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、操作説明部と重複する内容もあります） 





〇 父流 
する 


交流100ボルトの電圧で使用 


この機器は、巧琉100ボルト専用です。 
指定の電源電圧じ(外で使用すると、义災 • 
感電の原因となります。 

0 船舶などの直流 ( DC ) 電源に 
は接続しない 

义災の原因となります。 

&通風孔をふさがない 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用 
しない。 

•布を掛けたり、じゅうたん、布団の上に 
置いて使用しない。 

•風通しの悪い狭い所で使用しない。 

通風孔がふさがると、内部に熱がこもり、 
义災の原因となります。 


風呂、シャワー室では使用し 


(D 躬 



&電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無 
理に曲げたり、ねじったり、引っ張った 
り、力□熱したり、ステープルや釘などで固 
定したりしない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、 
コードを本機の下敷きじしたりしない。 
コードを敷物などで覆ってしまうと、気 
づかずに重いものをのせてしまうことが 
あります。 

コードが傷つき、义災•感電の原因となり 
ます。 . I 


電源コードが傷ついたら(お線の露出、断 
線など)販売店または当社サービス窓 □ 
にを換をご依頼ください。 

そのまま使用すると义災•感電の原因と 
なります。 


異常が起きた場合は電源プラ 


風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場所では使用しない。 
义災 • 感電の原因となります。 


水をかけたりめらしたりしない 


义災 • 感電の原因となります。 

雨天、降雪中、ミ毎岸、水辺での使用は特に 
ごを意ください。_ 

^ぬれた手で電源プラグを抜 
き差ししない 

感電の原因となります。 

^雷が鳴り始めたら電源プラグ 
^には触れない 

感電の原因となります。 


異常が起 
^グを抜く 


内部に水や異物が入ったり、煙が化た 
り、変な臭いや音がしたりした場合は、 
すぐに電源スイ、ソチを切り、電源プラグ 
をコンセントからおく。 

そのまま使用すると、义災•感電の原因と 
なります。 

煙や、異臭、異音が消えたのを確かめてか 
ら修理をご依頼くだ^ 胃!^^ 
こい。 K 如、崎 


〇 ビ ニール 袋は子供の手の届 
かないところにかたづける 

かぶつて遊んだりしないようごミま意くだ 
さし、窒息の原因となります。 





& 電源プラグを定期的に清掃する^ 

電源プラグにほこりなどが付着している機器 
と、湿気等により絶縁が悪<なり、义災-われ 
感電の原因となります。 、、，， り、雪 


電源プラグをコンセント 
からあいて、乾いた布で 
取り除いてください。己 


典 


ぶ 


I きれいにしましよう I 


0 


機器の内部に水や異物を入れ 


機器の通風孔、開□部から内部に金属類 
や燃えやすいものなどを差し込んだり、 
落とし込んだりしない。 

义災 • 感電の原因となります。_ 

® 機器のケースを開けたり改 
造したりしない 

内部には電圧の高い部分があり、义災•感 
雲の原因となります。 

点お、修理は販売店または当社サービス 
窓□にご依頼ください。 


A 落下した機器は電源プラグを 

をぉく 

機器を落としたり、カバーやケースがこ 
われたりした場合は、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントからあいて、 
点お、修理をご依頼ください。 

そのまま使用すると、义災 • 感電の原因と 
なります。 

^機器の上に巧びんやコップな 
^ど水の入った容器を置かない 

水がこぼれて中に入ると、义災•感電の原 
因とな y ます。 


^機器の上にろうそくやランプ 
など火の ついた 物を置かない 

本機のカバーやパネルにはプラスチック 
が使われており、燃え移ると、 、； j ', 
义災の原因となります。 A 





A \ ま意 


^^^移動させるときは電源プラグ 

をを巧〈 

移動させるときは、電源スイ、ソチを切り、 
電源プラグをコンセントからあき、接続 
コードを外す。コードが傷つき、义災、感 
雲の原因となることがあります。 

0 電源プラグを抜くときは電 
源コードを引っ張らない 

コードが傷つき、义災•感電の原因となる 
ことがあります。必ずプラグを^^ 
持ってあいてください。 に 

/ C 、 電源コードを熱器具に近づ 


0 電源コ 
けない 


〇 機器 
従う 


&温度の高い場所に置かない 

窓を閉めきった自動車の中や直射日光が 
あたる場所など、異常に温度が高くなる 
場尸斤し放置しなし、 

本体や部品に悪い影響を与え、义災の原 
因となることがあります。 


湿気やほこりの多い場所に 


0 湿気や【 
置かなし 


電源コードを熱器具(ストーブ、アイ□ン 
など)にあづけない。コードの ^ 
被覆が溶けて、义災•感電の原 
因となることがあります。 

&機器に乗らない 

機器に乗ったり、ぶら下がったりしない。 
特におす様にはごを意ください。 

倒れたり、こわれたりして、けがの原因と 
なることがあります。 


機器の接続は取扱説明書に 


ミ由煙や湯気の当たる調理台や力日湿器のそ 
ば、湿気やほこりの多い場所に置かない。 
义災 • 感電の原因となることがあります。 

^不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安 
定な場所に置かない。落ちた 
リ、倒れたりして、けがの原因 
となることがあります。 


0 機器の上に重いものや外枠 
からはみ出るような大きな 
物を置かない 

バランスがくずれて倒れたり、 
落下したりして、けがの原因と 
なることがあります。 ly 

0 サランネットやダクトに手 
をかけて持ち運ばない 

落下や転倒により、故障やけがの原因と 
なることがあります。 


関連機器を接続する場合は、を々の機器 
の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説 
明に従って接続する。また、接続は指定の 

あやまった接続、指定 t (外のコードの使 
用、コードの延長をすると発熱し、やけど 
の原因となることがあります。 

^耳を刺激するような大きな 
音で長時間続けて聞かない 

聴力に悪い影響を与えることがあります。 






A \ ま意 


A 電源プラグはコンセントに根 
W 元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全ですと発熱したりほこ 
りがが着したりして、义災の原因となる 
ことがあります。また、電源プラグの刃に 

at 長期間使用しないときは電源 
^ プラグを抜く 

旅行などで長期間使用しないときは、必 
ず電源プラグをコンセントからあく。 
义災の原因となることがあります。 

触れると、感電の原因となることがあり 
ます。 

電源プラグを根元まで差し込んでもゆる 
みがあるコンセントの場合には、販売店 
や電気工事店にコンセントのを換を依頼 
してください。 

^お手入れの際は電源プラグ 
をを 抜〈 

お手入れの際は電源プラグをコンセントか 
6抜く。感電の原因となることがあります。 

CX ) はじめから音量を上げすぎない 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 

^定期的に内部の点検、清掃を 

3年に1度程度を目安に、機器内部の点 
横、清掃をお勧めします。販売店、または 

べ^長時間音が歪んだ状態で使 
ツゎなぃ 

スピーカーが発熱し、义災の原因となる 
ことがあります。 

最寄りのケンウッドサービス窓□に費用 
を含めご柜談ください。 

内部にほこりのたまったまま長い間掃陈 
をしないと、义災や故障の原因となるこ 
とがあります。 






ご使用の前に 


水安全上のごま意（必ずお読み<ださい） 

ご使用の前に . 

設置のしかに . 

接続のしかた . 

各部のを前とはたらき . 

ケン ウッドサービス 網 . 

赴格 . 

保証と アフターサービス （よくお読みください) 


設置のしかた 


包装ケースはぜひ保管されて、修理サービスや移転などのとき、この製品を保護するためにこ'利用くださし、。 


目次 


A このマークのついた頁は、安全確保のために必ずお読み 
ください。 


イ寸属品 

次の部品がそろっていることを確認して<ださい C 
•ピンプラグ付きコード M 本 


水注意 

• 本機は、電源プラグをコンセントか6容易に巧くことができる位置に設置して<ださい。 

♦ 本機は、電源スイッチを OFF にしても電源から完全には遮断されません。電源から完全に遮断ずる場合には、電源プ 
ラグをコンセントから巧いてください。 


サブウーファーの防磁とテレビについて 

本機をテレビの近くに設置すると、テレビの画面に色むらが発生することがあります。その場合は本機をテレビから離して設 
置してください。 


ハウリングについて 

アナログレコードプレーヤーの近くに本機を設置すると、本機の音が設置面や周囲の空気を振動させ、"ボワーン"というハ 
ウリング現象が起ることがあります。このような場合、アナログレコードプレーヤーと本機の距離を離すか、本機の音量をさ 
げてお使いください。 

ごくまれにカセットデッキや、コンパクトディスクプレーヤー、ミニディスクプレーヤー、 DVD プレーヤーでもハウリング現 
象により、音が歪んだり、画像が乱れることがあります。このような場合も、本機との距離を離すか、音量をさげてお使いく 
ださい。 















接続のしかた 



J3 1 .ずべての接続コードは確実に差し化んでください。差し込みが不完全でずと、音が化な<なったり、雑音が発生 
巧®ずることがありまず。 

2. 接続コードを抜き差しずるときは、必ず電源コードを電源コンセントから抜いてください。電源コードを抜かず 
に摇続コードの抜き差しを行うと、誤動作または破損の原因となりまず。 

3. 関連システム機器を接続ずるときは、関連«器の取扱説明書も、合わせてお読みください。 






各部の名前とはたらき 



©POWER ON インジケーター 

② INPUT 端子 

アンプのサブウーファープリアウト信号などを入力しま 
す。 

③ VOLUME つまみ 

フ□ントスピーカーの音量とバランスが取れるように音 
量を調節します。 

④ POWER スイッチ 

電源をオンじしたり、オフにしたリします。スイ、ソチを 
押して電源をオン/オフしてください。 


⑥電源コード 


使用上のご注意 

過大な入力でサブウーファーを使用すると、音質をそこねたり、また故障の原因となることがありますので、次のことに十分 
ご';ま意ください。 

1. あ続するアンプの!''ーンコント□ールやラウドネスコント□ールなどで、低音域のレベルを大幅にあげた状態で、大化 
力でご使用にならないで < ださい。 

2. 接続するアンプのスイッチを切り換えるときは> 接続するアンプのボリュームを最ルにしてください。 


ステレオ音のエチケット 



楽しい音楽も，時と場所によっては気になるものです。隣 
リお巧への配慮を十分いたしましょう。ステレオの音量 
比あなたのムがけ次第で大きくもルさくもなります。特 
に静かな巧圍 la んルさな音でも通りやすいものです。夜 
園の音楽鑑賞には、特に気を配りましょう。窓を閉めた 
リ，ヘッドホンをご利用になるのち 一つの 方法です。お互 
いにんを函り、'かいをミ舌環境を守りましょラ。 






クンウ I ッドサービス網 


2004年2巧現を 


製品に対するお問合せ、アフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービ 
ス窓口にお申しつけください。 


化海道 


札幌サービスセンター 

雨007 -0834 

ホ L 幌市東区化34条東 14-1-23 

か 01 1) 743-7740 

東化 

仙台サービスセンター 

雨 984-0042 

仙台市若林区大和巧日-32-に(サンライズ大和） 

狂(〇の） 284-1171 

盛岡サービスステーション 

雨 020-0124 

盛岡市厨川 4-5- 11 

巧 (019) 646-2311 

関東*甲信越 

埼玉サービスセンター 

雨33 1-08 じ 

さいたま市：!ヒ区宮原 1-311-1 力□茂宮ビル 1F 

狂(048) 664-3611 

千葉サービスセンター 

雨 277-0081 

柏市富里 1-2-1 

巧 (04) 7163-1441 

東京サービスセンター 

雨 169-0073 

巧宿区百人巧 2- 1 6- 1 5(MY ビル1 F) 

か 03) 3363-1650 

巧奈川サービスセンター 

雨の 6-85 巧 

横浜市緑区白山 1-16-2 

巧 (045) 939-6242 

新潟サービスステーション 

雨 950-0923 

巧湯市姥ヶ山 1-5-37 

巧 (0 巧） 287-77:36 

静岡サービスステーション 

雨420 -08 16 

静岡市皆谷 5-61-1 

狂 (054) 262-8700 

中部 

を古屋サービスセンター 

雨 462-0861 

名古屋市化区な本巧 1-11 

狂 (05 の 917-2550 

松:本サービスステーション 

雨 390-0832 

お本市南松:本 2-7-30( 昭和ビル 2F) 

か 0263) 26-7331 

金沢サービスステーション 

雨920-00% 

金お市元菊巧2 1-87 

狂 (076) 265-5045 

近畿-四国 

大阪サービスセンター 

雨日 32-0034 

大阪市淀川区野中化 2-1-22 

巧 (06) 6394-8075 

高松サービスステーシヨン 

雨760 -0068 

高松:市松:島巧 3-1 

巧 (087) 835-2413 

中国 

広島サービスセンター 

患>73 1-0 137 

広島市安を南区山本1 -8-23 

狂のの） 832-2210 

九州 

福岡サービスセンター 

雨8 15-0035 

福岡市南区向野 2-8- 18 

狂 (092) 551-9755 

鹿児島サービスステーション 

雨890 -0063 

鹿児島市鴨池 2-15- 10(パレス鴨池 1F) 

巧 (099) 251-6347 

ず縄サービスステーション 

雨90 1-2 132 

浦添市伊祖 1-5-2 

か 098) 874-9010 

カスタ マーサポートセンター 

添 226-8 日25 

横滨市緑区白山 1-16-2 狂 (045) 933-5133 關 （045) 933-5553 


カスタマーサポートセンター大阪志 532-0034 大阪市淀川区野中：！じ- 1-22 狂 （06) 6394-8085 關 （06) 6394-8308 


• ケンウッドサービス窓 □ 営業時闇のご案内 

月喔日〜金喔日让曜、日曜、祭日及び当な休日を除く）午前10時か5午後6時まで 
■カスタマーサポートセンター営業時聞のご案内 

月喔日〜金曜日让曜、日曜、祭日及び当せ休日を除く）午前9時か5午後6時まで 
( 各サービス窓□のを称、所在地、電話香号は変更(こなることがありまずのでご了承ください) 


10 JA 




定格 


[電源部•その他] 

電源電圧、電源周波数 . 

定格消費電力（電気用品安全法に基づく表示) 
最大外形寸法 . 


質量厘量) . 

ごま意：サランネットは取り外せません。 


50 Hz /60 Hz 

. 70 W 

210 mm 
400 mm 
350 mm 
9.2 kg 怔味) 


1 .これらの定格およびデザインは、技術開発にともないそ告な < 変更ずることがありまず。 
g 2.極端にきい（摂氏0度 W 下の）場所では、十分に性能を発揮できないことがありまず。 


お式 . 

[オーディオ部] 

ダィナミックパワー . 

定格出力 . 

ライン入力（感度/インピーダンス) 
再生周波数特 tt . 

[スピーカー部] 

エンクロージャー . 

スピーカーユニット . 

定格インピーダンス . 


アンプ内蔵、サフウーファーシステム 


...100W(6Q) 

75 W RMS (150 Hz 、6 Q ) 

. 200 mV (43 kQ ) 

.35 Hz 〜 200 Hz 


. ノくスレフ 

160 mm コーンタイプ 

.6a 


o 


さテ 
幅高 0 
















保 言 正と ア フターサー ビス （よくお読みくださし、) 


保話書(別途添付） 

この製品には、保証書を側途)添付しております。保証書は、'ぶ、ず「お 
買い上げ日•販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店から受け取つ 
ていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

保証期間 

保話期間は、お買い上げの日より1年間です。 

一部の消 I 毛部品の交換、ならびに落下、水没など、不適切なご使用に 
よる故障の場合は、保話期間巧でも有料となります。詳しくは保証書 
をご覧くださし、。 


修理に関するご相談ならびにご不明な点は 

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店または 
ケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

(お問い合わせ先は、「ケンウッドサービス網」をご覧ください） 


補修用性能部品の保有期間 

当社は、このステレオの補修用せ能部品を、製造打ち切り後、8年保 
有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


シリアル番号について 

システム商品のを機器に製造シリアル番号がつけられておりますが、保証 
書にはシステム管理用として、別のシリアル番号が印刷されています。 
付属の保証書で、お買い上げのシステム機器（基本システム）すべての 
保証修理が受けられます。 


修理を依頼されるときは 

異常があるときは、製品の使巧を中止し、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

この製品の故障-誤動作-不具をなどによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その責任を負いませんの 
で、あらかじめご了承ください。 

• お客横または第云者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などおぎ様または第二者が製品利用の機会をなしたことじよる損害 


保証期間中は 

保註期間中は保証書の規定におって、お買い上げの販売店またはケン 
ウッドのサービス窓口が修理をさせていただきます。 

修理に際しましては保訝書をご提示ください。 


出張修理/持込修理 

「出張修理丄 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によって異なり 
ます。保証書の記載をご確認くださし、。出張修理を依頼されるときは、 
次のことをお知らせください。 


•製品を 

♦製造番号 (Serial No .) 


•お買い上げ年月日 

♦故障の症状（できるだけ具体的に） 

•ご住所(ごお所の目巧等ち併せてお知6せください) 
• おを前、電話番号、訪問ご希望日 


保証期間が過ぎているときは 

保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希 
望により有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 

(有料修理の場合は、つぎの料金をいただきます） 

■技術料：故障した製品を正常に修復するためのお金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測を磯器等設備費や、一般管 
理費等が含まれます。 

■部品化：修理に使用した部品の代金です。その他、修理に付帯ずる部 
材等を含む場合もあります。 

■出張お：製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費巧です。 

別途、駐車料金および通行料金をしけこだく場合があります。 
■送料：郵便 I 宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などを 
行うにあたって、お客様に負担していただく場合がありま 
す。 


お買上げ店名 

電話 （ ） 


KENWOOD 

巧な会なクンウツド 

〒1 92-8525 ま京都八王子市石川町 2967-3 

商品および商品の取り扱いに関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。 

カスタマーサポートセンター 電話 (045) 933-5133 FAX (045) 933-5553 〒 226-8525 横お巿緑区白山 1-16-2 

カスタマーサポートセンター大阪電話 (06) 6394-8085 FAX (06) 6394-8308 〒532-0034大阪市淀 Jll 区野中化 2-1-22 
アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または「ケンウッドサービス網」をご参照のうえ、最寄りのサービス 
窓口にご相談ください。 









